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「
玄
舟
顕
彰
の
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
○
八

誓
蓮
社
願
譽
上
人
讃
阿
惠
乘
玄
舟
老
和
尚

猛
譽
歡
進

昇
譽
龍
畢

猛
譽
歡
進

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
○
一
・
明
治
三
四

桜
区
宿

観
音
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
観
音
寺
の
十
六
世
住
持
で
あ
る
玄
舟
に
つ
い
て
、
存
命
中
に
そ
の
功
績
と
人
徳
と
を
称
え

た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

石
碑
背
面

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
辞
：
楷
書
体

右
か
ら
左
へ

當山十六世
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◎
碑
題
：
楷
書
体

上
か
ら
下
へ

誓
蓮
社
願
譽
上
人
讃
阿
惠
乘
玄
舟
老
和
尚

（
戒
名
の
兩
脇
に
筆
子
十
七
名
の
連
名
あ
る
も
、
か
な
り
摩
滅
）

（
背
面
）

◎
碑
記

巍
々
如
喬
嶽
淼
々
似
洪
海
仰
瞻
尊
顔
則
苦
患
釋
然
而
解
俯
接
寶
足

則
罪
事
忽
爾
而
散
光
照
十
方
盡
破
迷
闇
悲
憫
五
趣
齊
拔
惱
害
萬
化

隨
機
一
身
應
物
靡
不
適
宜
是
即
觀
音
薩
埵
之
威
神
功
德
者
也
矣
經

曰
一
切
如
來
之
大
悲

集
觀
音
菩
薩
之
一
躰
嘻
非
因
圓
而

果
滿

而
高
焉
能
得
如
是
耶
爰
當
山
苐
十
六
主
願
譽
玄
舟
上
人
者
與
放
譽

瑞
光
哲
林
尼
夙
歸
命
薩
埵
恭
敬
供
養
有
年
於
茲
然
而
誓
周
拜
薩
埵

之
靈
塲
明
治
廿
七
年
孟
冬
振
錫
西
國
之
芳
蹤
祥
瑞
彌
深
感
應
頻
臻

翌
年
晩
秋
歸
錫
爾
後
道
念
不
禁
瞻
仰
難
抑
乃

其
尊
像
三
十
三
體

而
安
置
之
當
山
及
大
泊
安
國
寺
桑
崎
天
然
寺
三
處
二
十
九
年
更
飛

錫
於
坂
東
秩
父
靈
跡
無
處
不
拜
焉
健
鞋
數
百
里
曾
無
遭
災
厄
凡
四

閲
春
秋
終
成
滿
素
願
將
有
報
其
恩
而
利
益
群
生
也
遍
勧
有
縁
募
浄

財

尊
像
六
十
七
軀
奉
安
之
當
山
所
謂
百
躰
大
悲
薩
埵
是
也
卜
三

十
三
年
三
月
廿
五
日
請
道
會
俗
以
修
慶
讃
法
會
可
謂
二
利
圓
滿
之

擧
也
頃
者
上
人
學
生
欲
及
其
存
而
立
石
於
境
内
以
勒
其
德
業
不
肖

龍
學
亦
蒙
上
人
之
知
久
矣
於
是
乎
作
之

槩
鏤
之
碑
陰
伏
冀
慈
光

朗
照
悲
手
遍
攝
現
當
二
世
長
享
福
樂
謹
誌

明
治
三
十
四
辛
丒
丑
年
九
月
佛
日

弟
子

曻
譽
龍
畢

識

猛
譽
歡
進

書

●
異
体
字
な
ど

○
事

愆
。

○

深
。

○

悉
。

○
苐

第
。

○

梗
。

○
丒

丑
。

○
曻

昇
。

■
訳
注

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）
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巍
々
如
喬
嶽
、
淼
々
似
洪
海
。

仰
瞻
尊
顔
、
則
苦
患
釋
然
而
解
、

俯
接
寶
足
、
則
罪
愆
忽
爾
而
散
。

光
照
十
方
、
盡
破
迷
闇
。

悲
憫
五
趣
、
齊
拔
惱
害
。

萬
化
隨
機
、
一
身
應
物
。

靡
不
適
宜
、
是
即
觀
音
薩
埵
之
威
神
功
德
者
也
矣
。

經
曰
、
一
切
如
來
之
大
悲
、
悉
集
觀
音
菩
薩
之
一
躰
。

嘻
、
非
因
圓
而
深
、
果
滿
而
高
焉
。
能
得
如
是
耶
。

爰
當
山
第
十
六
主
願
譽
玄
舟
上
人
者
、
與
放
譽
瑞
光
哲
林
尼
、
夙
歸
命
薩
埵
、
恭
敬
供
養
有
年
於
茲
。

然
而
誓
周
拜
薩
埵
之
靈
塲
。

明
治
廿
七
年
孟
冬
、
振
錫
西
國
之
芳
蹤
、
祥
瑞
彌
深
、
感
應
頻
臻
。

翌
年
晩
秋
、
歸
錫
。

爾
後
道
念
不
禁
、
瞻
仰
難
抑
。

乃
刻
其
尊
像
三
十
三
體
、
而
安
置
之
當
山
及
大
泊
安
國
寺
桑
崎
天
然
寺
三
處
。

二
十
九
年
、
更
飛
錫
於
坂
東
秩
父
靈
跡
、
無
處
不
拜
焉
。

健
鞋
數
百
里
、
曾
無
遭
災
厄
。

凡
四
閲
春
秋
、
終
成
滿
素
願
。

將
有
報
其
恩
而
利
益
群
生
也
。

遍
勸
有
縁
、
募
淨
財
、
刻
尊
像
六
十
七
軀
、
奉
安
之
當
山
。

所
謂
百
躰
大
悲
薩
埵
是
也
。

卜
三
十
三
年
三
月
廿
五
日
、
請
道
會
俗
、
以
修
慶
讃
法
會
、
可
謂
二
利
圓
滿
之
擧
也
。

頃
者
、
上
人
學
生
、
欲
及
其
存
而
立
石
於
境
内
、
以
勒
其
德
業
。

不
肖
龍
學
、
亦
蒙
上
人
之
知
久
矣
。

於
是
乎
、
作
之
梗
概
、
鏤
之
碑
陰
。

伏
冀
、
慈
光
朗
照
、
悲
手
遍
攝
。

現
當
二
世
長
享
福
樂
謹
誌

明
治
三
十
四
辛
丑
年
九
月
佛
日

弟
子

昇
譽
龍
學

識

猛
譽
歡
進

書

●
訓
訳

巍
々
た
る
こ
と
喬
嶽
の
如
く
、
淼
々
た
る
こ
と
洪
海
の
似
し
。

ご
と

仰
い
で
尊
顔
を
瞻
れ
ば
、
則
ち
苦
患
釋

然
と
し
て
解
け
、

み

せ
き
ぜ
ん

俯
し
て
寶
足
に
接
す
れ
ば
、
則
ち
罪

愆
忽
爾
と
し
て
散
ず
。

ざ
い
け
ん

光
は
十
方
を
照
ら
し
、
盡
く
迷
闇
を
破
り
、

悲
は
五
趣
を
憫
れ
み
、
齊
し
く
惱
害
を
拔
く
。

あ
は

萬
化
機
に
隨
ひ
、
一
身
物
に
應
じ
、
適
宜
な
ら
ざ
る
は
靡
し
。

ま
ん
げ

な

是
れ
即
ち
觀
音
薩
埵
の
威
神
功
德
な
る
者
な
り
。

い
じ
ん

經
に
曰
く
、
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「
一
切
如
來
の
大
悲
は
、
悉
く
觀
音
菩
薩
の
一
躰
に
集
ま
る
」
と
。

嘻
、
因
圓
な
る
こ
と
深
く
、
果
滿
つ
る
こ
と
高
き
に
非
ざ
れ
ば
、
能
く
是
く
の
如
き
を
得
ん
や
。

爰
に
當
山
第
十
六
主
願
譽
玄
舟
上
人
は
、
放
譽
瑞
光
哲
林
尼
と
與
に
、
夙
に
命
を
薩
埵
に
歸
し
、
恭
敬
供

養
す
る
こ
と
茲
に
年
有
り
。

然
し
て
薩
埵
の
靈
場
を
周
く
拜
せ
ん
こ
と
を
誓
ふ
。

明
治
廿
七
年
孟
冬
、
錫
を
西
國
の
芳
蹤
に
振
る
へ
ば
、
祥
瑞
彌
々
深
く
、
感
應
頻
り
に
臻
る
。

い
た

翌
年
晩
秋
、
錫
を
歸
す
。

爾
後
道
念
禁
ぜ
ず
、
瞻

仰
抑
へ
難
し
。

せ
ん
ご
う

乃
ち
其
の
尊
像
三
十
三
體
を
刻
し
て
、
之
を
當
山
及
び
大
泊
の
安
國
寺
、
桑
崎
の
天
然
寺
の
三
處
に
安
置

す
。

二
十
九
年
、
更
に
錫
を
坂
東
秩
父
の
靈
跡
に
飛
ば
し
、
處
と
し
て
拜
せ
ざ
る
無
し
。

健
鞋
數
百
里
、
曾
て
災
厄
に
遭
ふ
無
し
。

凡
そ
四
た
び
春
秋
を
閲
し
、
終
に
素
願
を
成

滿
す
。

け
み

じ
よ
う
ま
ん

將
に
其
の
恩
に
報
ひ
て
群

生
を
利
益
す
る
こ
と
有
ら
ん
と
す
る
な
り
。

ぐ
ん
じ
よ
う

り
や
く

遍
く
有
縁
に
勸
め
、
淨
財
を
募
り
、
尊
像
六
十
七
軀
を
刻
し
て
、
之
を
當
山
に
奉
安
す
。

所
謂
る
、「
百
躰
大
悲
薩
埵
」
是
れ
な
り
。

い
は
ゆ

卜
し
て
三
十
三
年
三
月
廿
五
日
、
道
に
請
ひ
俗
を
會
し
、
以
て
慶
讃
法
會
を
修
む
。

二
利
圓
滿
の
擧
と
謂
ふ
べ
し
。

頃

者
、
上
人
の
學

生
、
其
の
存
す
に
及
び
て
石
を
境
内
に
立
て
、
以
て
其
の
德
業
を
勒
せ
ん
と
欲

こ
の
ご
ろ

が
く
し
よ
う

い
ま

す
。

不
肖
龍
學
も
、
亦
た
上
人
の
知
を
蒙
る
こ
と
久
し
。

是
に
お
い
て
か
、
之
が
梗
概
を
作
し
、
之
を
碑
陰
に
鏤
す
。

こ
こ

伏
し
て

冀

ふ
、
慈
光
の
朗
ら
か
に
照
し
、
悲
手
の
遍
く
攝
ら
ん
こ
と
を
。

こ
ひ
ね
が

あ
き

現
當
二
世
、
長
く
福
樂
を
享
け
謹
ん
で
誌
す
。

明
治
三
十
四
辛
丑
年
九
月
佛
日

弟
子
の
昇
譽
龍
學
識
す
。

し
る

（
弟
子
の
）
猛
譽
歡
進
書
す
。

●
人
物

○
願
譽
玄
舟
上
人

「
観
音
寺
歴
代
上
人
」
碑
に
、
「
十
六
世

誓
蓮
社
願
誉
上
人
讃
阿
乗
恵
玄
舟
和
尚

明
治
卅
年
九
月

南
埼
玉
郡
大
泊
安
国
寺
へ
埋
葬
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
玄
舟
が
明
治
三
十
年
に

安
国
寺
に
移
っ
た
こ
と
と
、
最
終
的
に
安
国
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
か
。
ま
た
、
現
越
谷
市
大
泊

の
「
安
国
寺
歴
代
住
職
之
墓
碑
」
に
、
「
二
八
世

願
誉
玄
舟
和
尚

大
正
三
年
九
月
二
十
日
寂
」
と
あ

る
。

○
放
譽
瑞
光
哲
林
尼

願
譽
の
配
偶
だ
ろ
う
。
観
音
寺
に
は
、
「
明
治
十
七
年
六
字
名
号
塔
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
「
放
譽
瑞
光
哲
林
尼
」
の
「
辞
世
の
歌
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
龍
學

「
観
音
寺
歴
代
上
人
」
碑
に
、
「
十
七
世

騰
蓮
社
昇
誉
上
人
雲
阿
一
乗
海
龍
学
老
和
尚

昭

和
二
年
三
月
十
五
日

六
十
九
才

安
国
寺
へ
埋
葬
」
と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
龍
学
が
昭
和
二
年
に
安
国

寺
に
移
っ
た
こ
と
と
、
最
終
的
に
安
国
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
か
。
ま
た
、
現
越
谷
市
大
泊
「
安

国
寺
歴
代
住
職
之
碑
」
に
、
「
二
九
世

昇
譽
龍
學
和
尚

昭
和
三
年
・
東
京
芝
・
真
乗
院
転
住
」
「
三

一
世

昇
譽
龍
學
和
尚

再
任
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
五
日
寂
」
と
あ
る
。
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○
猛
譽
歡
進

不
詳
。

●
注

○
巍
巍

高
く
大
き
な
さ
ま

○
喬
嶽

高
い
山
。
特
に
泰
山
を
言
う
。

○
淼
淼

水
な
ど
の
広
々
と
し
て
限
り
な
い
さ
ま
。

○
洪
海

洪
は
、
大
水
。
洪
海
の
熟
語
は
な
い
が
、
大
き
な
海
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
瞻

尊
ん
で
仰
ぎ
見
る
。

○
釋
然

疑
問
や
迷
い
が
と
け
て
心
が
晴
れ
る
さ
ま
。

○
接
足

接
足
作
礼
。
古
代
印
度
の
礼
法
の
ひ
と
つ
。
足
を
額
に
お
し
い
た
だ
く
礼
拝
。

○
寶
足

熟
語
は
な
い
が
、
宝
玉
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
お
み
足
、
く
ら
い
の
意
味
か
。

○
罪
愆

罪
、
あ
や
ま
ち
。

○
忽
爾

た
ち
ま
ち
。

○
十
方

十
の
方
向
。
東
・
西
・
南
・
北
・
東
南
・
西
南
・
東
北
・
西
北
・
上
・
下
。

○
迷
闇

迷
闇
の
心
で
、
迷
い
の
闇
。

○
悲

慈
悲
、
苦
し
み
を
除
く
あ
わ
れ
み
。

○
憫

あ
わ
れ
む
。

○
五
趣

五
悪
趣
。
西
方
浄
土
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
が
輪
廻
転
生
す
る
五
つ
の
世
界
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜

生
・
人
・
天
。

○
惱
害

な
や
ま
し
さ
ま
た
げ
る
、
さ
ま
た
げ
。

○
萬
化

万
物
。
こ
こ
で
は
万
人
か
。

○
隨
機

仏
が
教
え
を
説
く
に
あ
た
り
、
衆
生
の
機
（
素
質
・
能
力
）
に
し
た
が
う
こ
と
。

○
一
身

身
体
の
形
が
同
様
で
あ
る
こ
と
。
同
じ
で
あ
る
も
の
、
の
意
味
か
。

○
應
物

応
機
接
物
。
相
手
に
応
じ
て
正
し
い
対
し
方
を
す
る
こ
と
。

○
觀
音
薩
埵

薩
埵
は
、
菩
提
薩
埵
の
略
で
、
菩
薩
に
同
じ
。
觀
音
薩
埵
で
、
観
世
音
菩
薩
。

○
威
神

神
々
し
い
威
光
、
偉
大
な
る
威
力
。

○
功
德

す
ぐ
れ
た
徳
性
、
よ
い
性
質
。

○
經

不
詳
。

○
因
圓
而
深
、
果
滿
而
高

＊

「
因
圓
果
滿
」
が
深
く
高
い
こ
と
。

＊
因
圓
果
滿

因
位
（
悟
り
以
前
の
修
行
の
時
代
）
修
行
が
具
わ
っ
て
、
証
果
（
結
果
と
し
て
の
悟
り
）

い
ん
に

の
徳
が
満
足
す
る
こ
と
。

○
歸
命

自
己
の
身
命
を
さ
し
だ
し
て
仏
に
帰
趣
す
る
こ
と
、
帰
依
、
帰
順
。

○
供
養

奉
仕
す
る
こ
と
。

○
有
年

多
年
。

○
明
治
廿
七
年

一
八
九
四
年
。

○
孟
冬

十
月
。

○
振
錫

錫
杖
を
振
る
う
。
諸
国
を
め
ぐ
る
こ
と
。

○
芳
蹤

熟
語
は
無
い
。
蹤
は
、
あ
し
あ
と
。
先
人
の
芳
し
い
あ
し
あ
と
、
く
ら
い
の
意
味
か
。

○
感
應

仏
の
慈
悲
が
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
、
衆
生
が
よ
く
こ
れ
を
感
じ
取
り
、
互
い
に
通
じ
て
交
わ

り
あ
う
は
た
ら
き
。

○
翌
年

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
。
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○
歸
錫

帰
還
す
る
。

○
道
念

仏
道
を
求
め
る
心
。
道
心
。

○
瞻
仰

仰
い
で
、
尊
敬
恭
敬
す
る
こ
と
。

○
大
泊
安
國
寺

現
、
越
谷
市
大
泊
の
安
国
寺
。

○
桑
崎
天
然
寺

不
詳
。

○
二
十
九
年

一
八
九
六
年
。

○
飛
錫

錫
杖
を
飛
ば
す
。
諸
国
を
め
ぐ
る
こ
と
。

○
健
鞋

鞋
は
く
つ
。
熟
語
は
無
い
が
、
健
脚
の
意
味
か
。

○
閲
春
秋

閲
は
、
経
過
す
る
。
春
秋
は
、
一
年
。

○
成
滿

達
成
す
る
。

○
素
願

本
願
。
こ
こ
で
は
、
人
の
宿
願
で
、
秩
父
霊
跡
を
巡
礼
し
よ
う
と
い
う
願
い
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
利
益

他
人
を
益
す
る
こ
と
。
「
利
益
衆
生
」
で
、
世
の
人
々
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。。

○
群
生

衆
生
。
世
界
の
人
々
。

○
有
縁

自
己
に
縁
の
あ
る
人
。

○
淨
財

世
俗
の
人
が
き
よ
ら
か
な
信
仰
に
よ
っ
て
布
施
、
喜
捨
し
た
物
。

○
慶
讃

落
慶
に
同
じ
。
事
の
落
成
を
喜
び
称
え
る
こ
と
。

○
二
利

上
求
菩
提
の
自
利
と
下
化
衆
生
の
他
利
の
ふ
た
つ
。
上
に
向
か
っ
て
は
自
ら
の
悟
り
を
求
め
、

下
に
向
か
っ
て
は
人
々
を
導
い
て
救
う
。

○
上
人

仏
の
弟
子
。
浄
土
宗
で
は
、
学
徳
の
す
ぐ
れ
た
高
僧
。

○
學
生

寺
院
に
寄
寓
し
、
仏
道
を
学
ぶ
も
の

○
存

生
存
。

○
勒

石
に
彫
り
こ
む
。

○
慈
光

仏
の
い
つ
く
し
み
の
光
明
。
衆
生
を
守
り
導
く
慈
悲
の
光
。

○
朗
照

あ
き
ら
か
に
輝
く
、
あ
き
ら
か
に
照
ら
す
。

○
悲
手

熟
語
は
な
い
が
、
慈
悲
の
救
い
の
手
、
だ
ろ
う
。

○
現
當
二
世

現
在
の
座
主
の
子
ど
も
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
福
樂

熟
語
は
無
い
が
、
幸
福
と
安
楽
く
ら
い
か
。

○
明
治
三
十
四

一
九
○
一
年
。

●
口
語
訳
（
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
も
の
）

【
玄
舟
上
人
の
人
物
と
徳
性
】

そ
の
高
く
大
き
な
こ
と
は
泰
山
の
ご
と
く
、
そ
の
広
々
と
し
て
な
に
も
の
を
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
大

海
の
よ
う
。

そ
の
尊
顔
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、
苦
し
み
や
憂
い
は
さ
っ
ぱ
り
と
解
消
し
て
心
が
晴
々
と
し
、
そ
の
お
み
足

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
罪
過
ち
は
た
ち
ま
ち
消
え
て
し
ま
う
。

そ
の
光
は
四
方
八
方
上
下
の
あ
ら
ゆ
る
方
向
を
照
ら
し
、
迷
い
の
闇
を
こ
と
ご
と
く
打
ち
砕
き
、
そ
の

慈
悲
の
心
は
現
世
の
五
つ
の
世
界
す
べ
て
に
及
ん
で
、
悩
み
や
妨
げ
を
す
べ
て
取
り
去
っ
て
し
ま
う
。

人
び
と
の
様
々
な
違
い
に
対
応
し
、
か
つ
同
じ
人
間
と
し
て
正
し
く
導
き
、
適
宜
で
な
い
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
た
上
人
の
す
ぐ
れ
た
人
間
性
と
徳
性
は
、
ま
さ
に
、
観
世
音
菩
薩
の
神
々
し
く
偉
大
な
威
力
、

す
ぐ
れ
た
徳
性
に
他
な
ら
な
い
。

仏
典
に
い
う
「
あ
ら
ゆ
る
如
来
の
大
慈
悲
は
、
最
終
的
に
観
音
菩
薩
の
一
体
に
具
現
す
る
」
と
。
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あ
あ
、
修
行
が
十
分
に
深
く
具
わ
っ
て
、
結
果
と
し
て
の
悟
り
の
徳
が
満
足
す
る
も
の
に
な
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
境
地
に
は
到
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
玄
舟
上
人
の
巡
礼
と
仏
像
製
作
】

当
山
十
六
主
で
あ
る
願
譽
玄
舟
上
人
は
、
法
譽
瑞
光
哲
林
尼
と
と
も
に
、
は
や
く
か
ら
観
世
音
菩
薩
に

帰
依
し
、
恭
し
く
奉
仕
す
る
こ
と
多
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
観
世
音
菩
薩
の
霊
場
を
周
く
礼
拝
す
る
こ
と

を
誓
願
し
た
。

【
明
治
二
十
七
年
の
西
国
巡
礼
と
造
仏
】

明
治
二
十
七
年
十
月
、
西
国
の
先
人
の
足
跡
を
追
っ
て
旅
に
出
る
と
、
め
で
た
い
兆
し
が
降
り
、
し
き

り
に
仏
と
の
交
流
交
わ
り
が
実
現
し
た
。
翌
同
二
十
八
年
晩
秋
に
、
帰
郷
し
た
。

そ
れ
以
後
も
仏
道
を
求
め
る
心
は
禁
じ
得
ず
、
仏
を
振
り
仰
い
で
尊
敬
す
る
気
持
ち
は
抑
え
が
た
い
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
仏
の
尊
像
三
十
三
体
を
刻
し
、
当
山
、
及
び
越
谷
大
泊
の
安
国
寺
、
並
び
に
桑
崎

の
天
然
寺
の
三
箇
所
に
安
置
し
た
。

【
明
治
二
十
九
年
か
ら
の
秩
父
巡
礼
と
造
仏
】

明
治
二
十
九
年
、
さ
ら
に
関
東
の
秩
父
の
霊
跡
を
訪
ね
歩
き
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
礼
拝
し
た
。
数
百

里
を
踏
破
し
た
健
脚
ぶ
り
で
、
そ
の
間
、
災
厄
に
で
あ
う
こ
と
は
全
く
無
か
っ
た
。
四
年
の
月
日
を
経
て
、

す
べ
て
の
霊
跡
を
廻
り
、
素
志
の
本
願
を
成
就
し
た
。

そ
し
て
仏
の
恩
に
報
い
ん
が
た
め
、
衆
生
に
対
し
て
御
利
益
を
与
え
よ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
有
縁
の
人
び
と
に
働
き
か
け
て
浄
財
を
募
り
、
尊
像
六
十
七
体
を
刻
し
て
、
当
山
に
奉
安
し

た
。

（
さ
き
の
三
十
三
体
と
こ
の
た
び
の
六
十
七
体
と
を
あ
わ
せ
）
い
わ
ゆ
る
「
百
体
大
慈
悲
菩
薩
」
が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

【
百
体
菩
薩
落
慶
法
会
】

そ
こ
で
よ
い
日
取
り
を
選
び
、
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
仏
教
者
や
世
俗
の
人
び
と
を
会
し
て
、

落
慶
の
法
会
を
営
ん
だ
。

こ
れ
こ
そ
、
み
ず
か
ら
の
悟
り
を
求
め
る
利
益
と
、
衆
生
を
導
き
救
う
利
益
と
の
両
方
を
同
時
に
円
満

に
す
る
壮
挙
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
寿
蔵
碑
建
設
の
く
わ
だ
て
】

こ
の
ご
ろ
、
上
人
の
弟
子
た
ち
が
、
上
人
の
存
命
中
に
石
を
本
寺
の
境
内
に
立
て
て
、
そ
の
徳
業
を
石

碑
と
し
て
残
し
た
い
と
考
え
た
。
不
肖
龍
学
も
、
ま
た
玄
舟
上
人
の
知
遇
を
得
る
こ
と
が
久
し
い
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
こ
の
間
の
あ
ら
ま
し
を
ま
と
め
て
、
碑
陰
に
刻
す
こ
と
と
あ
い
な
っ
た
。

伏
し
て
こ
い
ね
が
う
、
そ
の
慈
悲
の
光
が
こ
の
世
を
明
ら
か
に
照
ら
し
、
そ
の
慈
悲
の
御
手
が
あ
ま
ね

く
衆
生
に
及
ぶ
こ
と
を
。

現
当
主
の
二
代
目
で
あ
る
龍
学
、
長
く
幸
福
と
安
楽
を
受
け
、
謹
ん
で
記
す
。

【
記
録
】

明
治
三
十
四
年
九
月

弟
子
で
あ
る
昇
譽
龍
学
が
文
を
撰
し
た
。

同
じ
く
弟
子
の
猛
譽
歓
進
が
字
を
書
い
た
。

三
．
資
料
等

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
一
五
四

足
立
郡
之
二
十

植
田
谷
領
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◎
宿
村
：
寺
院

○
觀
音
寺

「
寺
領
八
石
の
御
朱
印
を
賜
は
れ
り
、
浄
土
宗
、
鴻
巣
勝
願
寺
の
末
、
開
山
の
僧
を
玉
念
と
云
、
寂
年
は

詳
な
ら
ず
、
本
尊
三
尊
彌
陀
を
安
ぜ
り
、
行
基
の
作
と
云
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
巻
之
十
二

◎
宿
村
：
仏
寺

○
觀
音
寺

「
縱
四
十
六
間
横
廿
五
間
面
積
千
百
六
十
八
坪
村
の
北
方
に
あ
り
淨
土
宗
本
郡
鴻
巣
宿
勝
願
寺
末
派
な
り
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
『
埼
玉
県
教
育
史
金
石
文
集

上
』（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
）

②
論
文
な
ど

・
大
熊
松
男
編
『
聞
き
書
き

大
久
保
も
の
が
た
り
』（
さ
き
た
ま
出
版
会
、
二
○
○
○
）

以
上

二
○
二
四
年
一
月

薄
井
俊
二
訳
す


